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Summary 
The aims of this study were firstly to consider th巴technicalcharacteristics of f，巴edingfattening pigs 
of swine farming in Hanoi and secondly to show the differ，巴nc巴meconomlC p巴rformances紅nongdiffer】
ent scales of swine farms， especially sinc巴“doimoi" started in Vietnam. 
For these purposes， besides official data， the farm data were collected from 120 swine farmers in to叩
tal， who are in three different districts of Hanoi suburb. Then data were analyzed with simple method of 
mean value by three different categories of fann size. Also， seven pork distributors were interviewed 
about their business activiti巴s.
Th巴followingstatements were the findings on the cuηent swine farming and pork distributions in 
Hanoi suburbs: 
l)With巴conomicgrowth and increase in demand of livestock products in the cities since doi moi， the 
number of fattening pigs in Hanoi has rapidly increased year by year. And the difference in farm size 
has b巴巴ngradually seen among swine husbandIies; 
2) In comparison with five years before， the productivity of pigs in individual farms has developed at the 
time of surv巴yin 2000. Introduce and stable supply of hybrid variety of pig is the most important fac町
tor for the development. And adoption of compound feeds is another m司jorfactor; 
3) Large-size swine feed巴rscan enjoy less scale merit and competitive power on their business. Though 
large同sizeswine feeders， they have not enough developed yet as capital-intensive farming and over 
90% of total production cost is occupied by proportional costs， consisting fodd巴rsand piglets; 
4) And another constraint for further development of swine fanning is a mismatch of th巴businesssize 
between large-size swine feeders and common small-size pork traders. It is nec巴s訂yfor large-size 
swine feeders to bare an additional cost for s巴己kingappropriate number of pork traders. 
Key words: swine farming， farm size， scale merit， pork distributions， Hanoi 
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1 .はじめに
(1) 諜題
ドイモイ以降の経済成長に伴って，近年，ベトナム人の食生活には明らかな変化がみられよ
うになってきた.主食のコメなど伝統的食料の需要が飽和状態，あるいは停滞額向にある一方
で，表lの青果物や畜産物の活費量増加にみられるように，都市部を中心にして全国的な食の
多様化と高級化が急速に進みつつある (TSUJI，2001). いうまでもなく，こうした傾向は周
辺農村の農業経営のあり方にも大きな影響を与え，農業所得の増大を目指す俄別農業経営は需
要拡大部門の導入拡大を図り，経営の多角化と集約化を一段と押し進め，提前の米作中心の自
給的農業生産から小i商品生産経営への展開することを迫られている.それと同時に，次第に高
まりつつある高品質かっ安全な農畜産物を求める消費者の晴好にどう対応していくかもまた，
個別農業経営の成長に関わる重要な課題の一つになってきた (Ginhoux，2002). 
そこで小稿では，大消費地ハノイ直轄市(以下，単にハノイ)の近郊に立地する多様な農業
経営のうち養豚経営を対象とした事例調査にもとづいて近年の経営展開とその特徴を整理し，
の経営成長を制約している経営L 及び、豚肉流通上のいくつかの問題点を提示することを
呂的とする.これは今後の詳細な研究のための準備的考察である.
(2) 方法
表1 ベトナムにおける主要食料の 1人 1カ月当たり消費量の変化
都市部
1994年 1997年 1994年 1997::$ 
コメ (kg) lO.9 10.0 13.3 13.2 
その他主食*(kg) 0.8 0.8 
肉類 (kg) 1.2 1.6 0.7 1.0 
卵(儲) 2.8 4.0 1.4 1.8 
牛乳・乳製品 (kg) 0.1 0.0 
水産物 (kg) 1.5 1.3 1.2 1.1 
4.5 5.5 4.3 4.4 
資料:Results of The Socio切EconornicSurvey of Households 1994-1997 (1999) and Vietnarn 
Living Standards Survey 1997-1998(2000)より筆者が作成
注 1) *コメ換算による
注2)…はデータがない
本研究で分析されたデータは，ハノイの5つの近郊農村部 (District)のうち，ザーラム (Gia
Lam)， ドンアイン (DongAnh) ，及びタインチ (ThanhTri)の3つの県に立地する合言十120戸
の養豚経営と，各地域のと斎業者及び豚肉流通業者計7名を対象とした開き取り調査によって
いる.調査に際して3つの地域が選択された理由は いずれもハノイ市場の近傍に立地するこ
とに加え，自体の都市化も次第に進みつつあり地域内に相当規模の畜産物市場が形成されてい
ること，また後にもみるようにそれぞ、れ特有の飼料基盤に依存し，都市近郊の集約的養豚経営
の展開をみる上で，典型的な地域と判断されたためである.
調査農家の選定は次のようにして行った.まず各県 (District)の農政担当者からの聞き取り
によって蘇肥育の代表的な郡 (Commun巴)各2カ所を選択し，さらに各地区から20戸ずつの
養豚経営を無作為に抽出し，計120戸の調査農家を選出した.調査は飼養品種，飼料の給餌内
容等を含む飼養技術に関する項目，経営の生産性・収益性に関する質問項目を含む調査票を用
いて行われた.なお小稿では，上記研究自的にそって，調査農家を豚飼養頭数規模別にそれぞ
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れ小規模，中規模，大規模経営と便宜的に分類し，規模階層ごとの平均値による簡便な分析に
留めた.調査は2000年10月と11月に行われた.
寺普総長議主主す藍税
ノ、ノイ
阪1 調査地の位議関係
出所全国地凶(http://member.nifty.ne・.jp!w-masa/vietlv叩 ap.html)及びハノイ地
図 (http://www.angelfire.col1lcolhongn叫んnl1ap!hanoi.html)から筆者が作成
2.紅河デルタ及びハノイにおける勝肉生産の動向
(1) ベトナム及び紅河デルタにおける豚飼養
p 
ム叩制時J
FAOの食糧需給表によれば， 1985年に56.1万トンであった豚肉の閣内生産量は2000年に141
万トンに達した.この間，輸出は旧ソ連やその他の東欧諸国の経済衰退のため減少し，その後
の輸出振興も振るわず，国内生産量の増加分は国内供給に向けられることになった.その結果，
間期間の急激な人口増加にも関わらず，国民 I人当たりの豚肉供給量は9.4kgから17.1kgへと
1.8倍J2J、上に増大した.
表2 ベトナムにおける豚肉供給量の推移
1985 1990 1995 2000 
国内生産量(千トン) 561 729 1，007 1，409 
輸入最 トン) 。 。 。 。
(千トン)
輸出量(千トン) 4 16 6 74 
罰内f共給量言十(千トン) 557 712 1，001 1，335 
国民 l人当たり供給最 (kg) 9.4 10.8 13.7 17.1 
出所:FAOラ FoodBalance Sheet， (http・!!apps.fao.orgIli1l1500!nph-wap.pl?FoodBalanωSheet&Doω
main=)より筆者が作成.
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ドイモイ政策以降の豚飼養頭数の変化を地域別に示した表3によると， 1985年に全国で1181
万頭であった豚飼養頭数は， 2000年には2000万頭を超え1.7倍以上に急増した.そしてその聞
における 5年ごとの伸び、をみると，市場経済化に向けての様々な改革が軌道に乗り出した90年
以降に増加のドライブがかかってきたことがわかる.地域別には，北部紅河デルタ地域での豚
飼養頭数の増大が特に顕著であり， 2000年には全国の26.7%を占めるまでに拡大した.これは
紅河デルタ地域で全国平均の伸び率を常に大幅に上回って飼養頭数が増加してきた結果である.
最近 5年聞をみれば，餌養頭数の増加傾向が全国的にややベースダウンしてきたとみられる中
で，紅j可デルタ地域の錦養頭数の増加にはさらに拍車がかかってきており，国内最大の豚生産
地帯となっている.
表3 ベトナム及び絞河デルタにおける豚飼去を頭数の変化
1985 1990 1995 2∞o 
全 国 11，807.5 12，260.5 16，306.4 20，193.8 1. 04 1.33 1. 24 (100.0) (100.0) (100.0) (1∞.0) 
車工i可デルタ 2，495.7 2，678.8 3，639.0 5，398.6 1. 07 l. 36 1.48 (21.1) (21. 8) (22.3) (26.7) 
北東部 2，343.2 2，667.3 3，509.2 3，509.8 1.14 1. 32 1. 00 (19.8) (21. 8) (21. 5) (17.4) 
北西部 560.4 620.2 728.5 867.5 1.11 l.17 l.19 (4.7) (5.1) (4.5) (4.3) 
~I::中沿海部 2，005.5 2，052.4 2，636.9 2，944.0 l. 02 l. 28 1.12 (17.0) (16.7) (16.2) (14.6) 
南中沿海部 1，496.5 1，343.4 1，501.1 1，725.0 
0.90 1.12 l.15 (12.7) (11. 0) (9.2) (8.5) 
中央高原部 575.2 678.5 783.0 1，122.8 l.18 l.15 l.43 (4.9) (5.5) (4.8) (5.6) 
南東部 502.9 414.5 1，131. 9 1，649.6 
0.82 2.73 1.46 (4.3) (3.4) (6.9) (8.2) 
メコンデルタ 1，828.6 1，805.4 2，376.8 2，976.6 
0.99 l. 32 l. 25 (15.5) (14‘7) (14.6) (14.7) 
資料:Statistical Data ofVietnam Agriculture， Forestry And Fish町 1975-2000(2000) and Statistical Yearbook 200 I 
(2002)より筆者が作成
注:表中の( )は構成比
(2) ハノイにおける勝錦養の動向と畜産部門の成長
紅河デルタ地域は11の省、 (Provinc巴)からなり，その中にハノイ (HaNoi)とハイフォン (Hai
Phong) という 2つの大消費地市場を有している.同じ紅河デルタ地域の農村であっても，道
路や流通手段，流通組織など国内インフラが十分に整備されていない状況のもとで，大消費地
近郊と純農村部では農業経営の集約化の動向は異なっている (TSUJI，2001). ただし，小稿
ではその点について詳述せず，ハノイ近郊の農村に限って養豚経営の動向を示す.
前掲図 1に示したとおり，ハノイは 7つの市街部地域と 5つの近郊農村部地域から構成され
ており，農業は当然のことながら後者に集中している.この点を95年から01年までの蕗飼養頭
数の推移で確認しておくと，豚飼養頭数は同期間に27万頭から33万8千頭へと増加し，増加率
は25%に達している.そのっち98%までが農村部地域で飼養されており，近郊農村部での豚飼
養頭数の著しい増加と集中が明らかである(図2). 
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??????? ? ?
図2 ハノイにおける市街部・農村部別の隊飼養頭数の推移
出所:Hanoi Statistical Yearbook1998， 2001より筆者が作成
注:飼養頭数は飼養期間 2 カ月以上のm~!育豚のみ
(j意ドン)
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関3 ハノイにおける農業生産額の推移
出所:Hanoi Statistical Yearbook1998， 2001より筆者が作成
波 1 農業生産額は1994年の価格で割高援した数値
注2: 95年と96年についてはサーピス・加工部門のデータがない
そうした豚飼養頭数の増加を中心にして，現在では豚以外の肉牛，乳牛，鶏など畜産部門全
体の成長を伴って農業生産額の年々の増加に加えて生産額の部門別構成にも変化があらわれて
きており，ハノイ農業における耕種部門の地位の低下とともに畜産部門の地位が次第に高まっ
てきている(図 3). 
3.ハノイ近郊における養豚経営の経営展開に関する事例分析
(1) 調査農家の概況
ハノイ近郊農村地域のうち，ザーラム (GiaLam)， ドンアイン (DongAnh)，タインチ (Thanh
Tri)の3県 (District)から抽出された調査農家の概況は表4のとおりである.ここでは各農
家の豚の錦養頭数規模によって，それぞれ小規模(ue育期間の鰐養頭数が4顕以下)，中規
模(同 5 頭~9 頭)，及び大規模(同10頭以上)と分類した九
表4に示した調査農家の概況について次のような事実が指摘できる.第lに，世帯主の平均
年齢は50歳未満で比較的若く，規模531Jにみると養豚部門の規模が大きくなるにつれて，
年齢は相対的に若くなる傾向がある.第2に，就学年数はいずれも 7年以上で，同年代農民の
全国王子均と比べると高い水準で、ある九第3に 1戸当たりの平均世帯員数は4.5人から5.1人，
同家族労働者数は2.3人から3.7人の間となっており，規模開，地域聞でとくに大きな差はみら
れない.第4に，一般に高い兼業農家率が示すように，ハノイ郊外であることから都市化の影
響を受けて就業構造は多角化している.また家内農産物加工従事率はいずれの地域の場合も豚
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表4 調主E農家の概況
Gia Lam Dong Anh Thanh Tri 
小規模中規模大規模小規模中規模大規模小規模中規模大規模
調査農家数(戸) 15 13 12 17 14 9 14 11 15 
世帯主の平均年齢(歳) 46.8 48.4 42. 7 44.4 47.5 35.9 44.5 46.3 41. 7 
就学年数(年) 8.6 7.4 8.2 7.4 7.6 6.9 9.2 7.1 7.9 
l戸当たり平均世帯員数(人) 4.9 4.6 4.5 4.1 5.1 4.4 4.6 4.4 4.5 
1戸当たり家族労働者数(人) 3.3 3. 7 3.2 2.8 3.4 2.5 2.7 2.4 2.3 
兼業農家主存(%) 100 100 lOO 47.1 50.0 66.7 72.7 88.9 lOO 
家内農産物加工従事率(%) 11. 1 44.4 60.0 14.3 25.0 66. 7 53.3 71. 0 75.0 
資tl:農家調査による
飼養頭数の多い経営で高い.これは後でもみるように，主要な加工品である豆腐や酒などの副
産物が自給餌料として給餌されるためである.
表5 司書査農家の年間所得
総所得(千ドン) 12，480.1 12，579.5 17，030.2 1，0368.1 21，011. 3 23，307.5 9，781. 4 9，577.2 19，550.5 
農業所得(千ドン) 9，396.8 10，235.9 14，667.7 9，075.1 17，292.5 18，163.2 3，952.6 6，033.1 12，473.4 
耕綾部門 2，731. 3 5，401. 9 1，758.5 3，204.2 5，790.2 5，030.6 632.1 365.1 828.9 
畜i部門 6，665.5 4，834.0 12，909.2 5，870.9 1，502.3 13，132.6 3，320.5 5，668.0 11，644.5 
うち養豚 1，685.7 3，844.0 11，791. 5 1，312.4 2，087‘6 9，612.6 1，602.3 3，383.5 8，070.7 
是主外所得(千ドン) 3，083.3 2，343.6 2，362.5 1，293.0 3，718.8 5，144.3 5，828.8 3，544.1 7，077.1 
世帯員 l人当たり所得(千ドン) 2，473.8 2，734.7 3，782.9 2，559.3 3，281. 5 5，524.7 2，149.4 2，135.4 4，002.2 
労働力 l人当たり所得(千ドン) 3，673目23，399.95，319.73，747.54，922.39，723.43，661.9 3，914.9 7，830.3 
総所得(%) 100.0 100.0 1∞.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 lα).0 
農業所得(%) 75.3 81.4 86.1 87.5 82.3 77.9 40.4 63.0 63.8 
耕種部門(%) 21. 9 42.9 10.3 30.9 27.6 21. 6 6.5 3.8 4.2 
官官産部門(%) 53.4 38.4 75.8 56.6 54.7 56.3 33.9 59.2 59.6 
うち養豚(%) 13.5 30.6 69.2 12.7 9.9 41. 2 16.4 35.3 41. 3 
農外所得(%) 24.7 18.6 13.9 12.5 17.7 22.1 59.6 37.0 36.2 
資料・農家調査による
注:計算期間は1999年lO月から2000年 9月までの 1年間である
表5はそうした多就業形態下の調査農家における農家所得の規模とその構成を示したもので
ある.いずれの地域の場合も大規模経営で最大の所得を獲得しており，世帯員 l人当たり，家
族労働力 l人当たり所得も肥育規模が大きくなるにつれてほぼ増大している.次に農家所得の
構成は，市街地に最も近い ThanhTriの小規模経営を除いて，総所得の過半を農業所得が占め
る構造となっている.そして農業所得のうち高い割合を占めるのは畜産部門，それも小規模経
営を除けば養豚部門である.いずれの地域の場合も大規模経営では40%以上が養豚部門からの
所得となっていて，大規模経営にとって養豚はすでに農業経営の副次的部門ではなく，所得獲
得の主要部門となっていることがわかる幻
(2) 養豚経営の生産性向上とその要顕
調査対象の豚肥育経営における近年の変化の特織は 1戸当たり年間平均飼養頭数の大幅な
増加である.表6が示すとおり，それは 1肥育期間当たり飼養頭数の増加と，日I自体率の向上
に伴う館養期間の短縮によってなされてきた.
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表6 養豚経営における生産性の変化
GiaLam Anh Thanh Tri 
小規模中規模大規模小規模中規模大規模小規模中規模:大規模
20∞年
年間平均肥育回数(閲) 2.8 3.2 3.5 2.4 2.5 3.9 2.6 2.7 3.0 
l肥脊期間の平均飼養日数(日) 117 102 78 126 114 84 123 123 117 
1肥育期間の王子均飼養頭数(頭) 3.2 6.3 19.0 2.9 5. 7 20.5 2.8 6.7 15.0 
:年間飼養E員数(皇賞) 9.0 20.2 66.5 7.0 14.3 80.0 7.3 18.1 45.0 
出荷時平均体重 (kg) 90 77 69 70 71 66 97 86 89 
1995年
U'!育期間の平均飼養日数(日) 126 165 126 165 177 162 180 147 147 
年間飼養頭数(ll)真) 4.0 5.4 7.1 4.4 3.1 6.6 2.9 4.4 5.2 
出荷時平均体重 (kg) 84 72 71 64 65 65 55 56 56 
資料:農家調査による
こうした肥育経営における生産性の向上を可能にした要閣の lつは，豚の品種更新の進行と
子豚供給体制の整備である.調査地では，豚の改良品種の導入は以前から徐々に進められてき
ており，現在では従前の在来種から飼養効率の良い改良品種に100%置き換わっている.子豚
の供給体制についても，繁殖母豚館養頭数の増顕，繁殖を専門に行う民間企業の成立，及びも
と畜流通組織の整備等によって地域内だけでなく地域外からも擾良な子豚を比較的容易に調達
できるようになったことが，増体率の向上と品質改養の要因となっている.なお，今日では消
費者の晴好の変化に対応していっそう脂肪分の少ない低指肪性品種の導入の動きもあるが，も
と畜価格が現行種に比較して60%から90%以上も高舗なため普及率はまだ低い(表7). 
表7 調査地における飼養品種と調達方法
GiaLam Anh Thanh Tli 
1995 1999 1995 1999 1995 1999 
改良品種導入農家率 (%) 開 100 80 100 90 100 
低脂肪品種導入農家率(%) 5 10 2 4 2 5 
子豚の調達方法
自給(%) 12 9 17 7 5 12 
購入(%) 88 91 83 93 95 88 
購入先
県 (District)内(%) 85 80 86 80 70 85 
地域外(%) 15 20 14 20 30 15 
資料:農家調査による
養部経営における生産性向上の第2の要因は，飼料供給構造の変化である.表8にみられる
とおり，現在の養豚経営は総じて購入飼料に依存する体質に変化している.本来零細規模の紅
河デルタ地域の農業経営では自給飼料の供給基盤の脆弱性が家畜飼養規模拡大の最大の制約要
鴎であったが，朗料流通組織の改善によって，飼料用トウモロコシなど飼料の外部供給が容易
になったことは重要な変化であった.また近年， PROCONCO， HIGRO， VIFONなど大規模飼
料会社が成立し，豚の肥育段階ごとに適した配合飼料の入手も可能になってきた.こうして挽
弱な飼料基盤の問題点が改善され，自給粗飼料から澱粉質主体の錦料に変化したこと，さらに
濃厚飼料給餌の増加が豚の排世量の減少をもたらし限られた面積の肥育施設で銅養数の増頭を
可能にしてきたことが，養豚の生産性向上の重要な要閣であった.
なお，飼料基盤の外部依存傾向が一般に強まっている点は以上の指摘のとおりであるが，そ
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の具体的なあり方は地域別，規模別に特徴がある.まず地域別には，飼料トウモロコシ中心の
GiaLam，配合飼料と飼料トウモロコシ両者に依存する DongAnh，都市残飯と飼料トウモロコ
シを主体に，配合飼料は補完的な位置づけにある ThanhTriといった具合である.また規模別
にみると， DongAnhの場合を除いて，中・大規模経営で飼料の外部依存を強める傾向のある
ことがみてとれる.こうした外部飼料調達の地域開，規模間における内容ヒの差違は，主とし
て各地域の立地条件と個別農家の耕作規模によっているとみられる.
ま史8 飼料調達先および依存飼料の地域別・規模別農家割合 単位:%
GiaLam Anh Thanh Tri 
小規模中規模大規模小規模中規模大規模小規模中規模大規模
購入飼料
配合飼料 33.3 66.7 83.3 100.0 87.5 87.5 72.7 11. 1 20.0 
飼料トウモロコシ 66.7 88.9 100.0 82.4 100.0 87.5 100.0 88.9 71.4 
都市残飯 33.3 33.3 50.0 29.4 37.5 25.0 100.0 1Cぬ.0 100.0 
自給飼料
コメ 66.7 11. 1 33.3 23.4 25.0 37.5 81. 8 44.4 57.1 
コメ糠 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
カンショ 0.0 0.0 0.0 29.4 50.0 50.0 0.0 22.2 7.1 
野菜 66.7 44.4 33.3 23.5 25.0 37.5 72. 7 66.7 50.0 
資料:農家調査による
養豚規模拡大の第3の要菌はやや間接的であるが調査対象農村における小型機械化の進展
をあげることができる.集落内に小型耕転機や電動モーターを導入するf間関農家が散見される
ようになり，務起，脱穀，籾摺，精米などの作業委託が行われるようになってきた.さらに製
粉機械を導入した少数の農家に，豚の館料用にコメ， トウモロコシ，ダイズなどの製粉を委託
することも可能になり，農繁期の稲作と養豚部門の労働競合が緩和され，長時間を要する飼料
の煮炊きにかかる労働と燃料代を節約できるようになった点が飼養頭数増加のいま一つの要国
である.
(3) 養勝部門の収益性
以上のような技術進歩や飼料基盤の変化による養豚部門の生産性の向上によって，養認の収
益性がどうなっているかを規模別に分析した結果が表9である.なお，分析ではもと畜緬格や
枝肉価格は調査期間における平均値を用いた.また購入飼料価格も平均価格であり，自給銅料
の錨格は同期間の市場価格で評価した.分析期間は1999年10月から2000年9月の単年度である.
計算結果によると，小規模経営の 3地域平均の粗収益は817万ドン (545米ドル)，中規模経
営のそれは1464万ドン (980米ドル)となり小規模経営の1.8倍となっている.同様に大規模経
営の平均粗収請は4443万ドン (2970米ドル)で，小規模経営の平均と比較すると5.4倍以上，
中規模経営との比較では 3倍以上の格差となっている.また地域別の粗収主主比較では GiaLam
で最も高く，次いですhanhTri， Dong Anhの)1慣となっている.
粗収益から物財費を差し~lいた養豚部門の所得は規模階層ごとに小規模経営153万ドン (102
米ドル)，中規模経営311万ドン (207米ドル)，大規模経営982万ドン (655米ドル)であった.つ
まり所得率の王子均は，それぞれ18.7%，21.1%， 22.1%と一般にかなり低い水準であり，飼養
規模が大きくなるにつれて若干上昇するものの，規模階層間でそれほど大きな差はみられない.
この点をさらに豚生体重100kgに換算した結果でみてみると(表10)，まず生体100kg当たり
の粗収益は，いずれの地域でも小規模経営で最大であり，大規模経営で最小となっている.こ
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れは，規模の大きい経営ほど豚肉の販売単価が低いことに起因している.大規模経営の場合は，
多数の豚を一時期に販売する必要があり，そのことが販売時の価格交渉において不利に作用す
る.これは取引相手の事業規模が大規模経営の生産規模よりも小さいことから生じるミスマツ
チが原因であるが，この点は後で言及する.
次に，向経営費(物防費)は，粗収益とは反対に大規模経営で¥最も低くなっている. EI Jjlj 
にみても銅料費，もと畜費ともに大規模経営で低い.大規模経営ではもと畜や飼料の大量購入
によって若干低い価格で調達していると考えられる. しかしそれで、もなお，大規模経営の単位
たり所得は，小中規模経営と同水準か，あるいはむしろ低い結果となっており，大規模
経営の経済的有利性は全く実現できていない.これは養豚経営の物財費の90%までがもと
と銅料費の変動費によって占められている技術構造下で，規模の経済性がほとんど発揮されな
いためである.
表9 調査農家における養豚部門の規模別収益性
GiaLam Anh Thanh Tri 
小規模 中規模 大規模 小規模 中規模 大規模 小規模 中規模 大規模
松収益(千二ドン) 9，719 18，093 49，717 6，400 10，824 44，364 8.388 15，006 39，222 
経営費(千ドン) 8，033 14，249 37，926 5，087 8，736 34，751 6，786 1，622 31，152 
もと畜費 2，566 3，604 12，233 1，459 3，122 14，156 1，819 3，883 7，891 
飼料費 5，092 10， 188 24，911 3，382 5，164 19，784 4，573 7，155 22，123 
鱗入飼料 3，280 4，105 19，649 2，435 2，587 14，560 2，665 4，865 14，235 
自ー給飼料 1，812 6，083 5，262 947 2，577 5，224 1，908 2，290 7，888 
獣医料・医薬品費 37 71 149 32 74 214 76 85 253 
光熱水動力費 337 386 633 215 376 598 317 499 884 
所得(千ドン) 1，686 3，844 1，792 1，312 2，088 9，613 1，602 3，384 8，071 
所得率(%) 17.3 21. 2 23.7 20.5 19.3 21. 7 19.1 22.6 20.6 
資料:農家調査による
注:言!戸算期間は1999年10月から20∞年9月の1年間である
表10 調査農家における豚主主体100kg当たり収様性
GiaLam Anh ThanhTri 
小規模 中規模 大規模 小規模 中規模 大規模 小規模 中規模 大規模
粗収益(千ドン) 1，199.8 1，099.7 992.2 1，214.1 1，045.1 892.7 1， 050. 2 952.0 919.5 
経営費(子ドン) 991. 7 866.1 756.9 965.2 843.5 699.3 849.6 737.3 730.3 
もと畜費 316.8 219.1 244.1 276.8 301. 5 284.8 227.7 246.3 185.0 
飼料費 628.7 619.2 497.2 641. 5 498.6 398.1 572.6 453.9 518. 7 
購入飼料 405.1 249.6 392.1 462.0 249.7 293.0 333.5 308.7 333.7 
一自給飼料 223.7 369.7 105.0 179.5 248.9 105.0 239.0 145.3 184.9 
獣医料・医薬費 4.6 4.3 3.0 6.1 7.1 4.3 9.6 5.4 5.9 
光熱水動力費 41. 6 23.4 12.6 40.7 36.3 12.0 39.7 31. 7 20.7 
所得(千ドン) 208.1 233.6 235.3 249.0 201. 6 193.4 200.6 214. 7 189.2 
経営費の構成比(%)
経営費計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 1∞.0 100.0 100.0 100.0 
もと護費 31. 9 25.3 32.2 28. 7 35.7 40.7 26.8 33.4 25.3 
飼料費 63.4 71. 5 65.7 66.5 59.1 56.9 67.4 61. 6 71. 0 
ー購入続料 40.8 28.8 51. 8 47.9 29.6 41. 9 39.3 41. 9 45.7 
自給飼料 22.6 42.7 13.9 18.6 29.5 15.0 28.1 19.7 25.3 
獣医科・医薬品安 0.5 0.5 0.4 0.6 0.8 0.6 1.1 0.7 0.8 
光熱水最費 4.2 2.7 1.7 4.2 4.3 1.7 4.7 4.3 2.8 
資料:農家調査による
注:表9にi河じ
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(4) 個別経営における養蘇規模拡大の制約要因
これまでにみた養豚経営の発展にもかかわらず，現在，多くの農家に養豚部門のいっそうの
規模拡大を消極的にさせている最大の要因は，以上にみたような大規模経営の低収益性にある
と指摘することができるぺそしてその低収益性は生産技術の低位性によってもたらされたも
のである.
さらに生産技術の紙位性をもたらしている原因の lつに，農業技術改良普及率業の展開の遅
れが指摘できる.現状では，伝染性疾患の発生予察，予防措置(年 1，2聞の予防接種)，及
び挙後対応が行われているだけで，新しい改良品種の紹介，飼養技術の更新，館料の効果的な
給与j去の指導など，公的セク夕一による質の高い普及事業はほとんど行われていなしいミd仏5丘附?
第2の原因は，紅河デルタ地域における本来的な課題である土地資源の狭小性と資本不足に
よる制約の問題である.これまで伝統的な養践は居住敷地内の一角のわずか5平方メートル程
度の畜舎で行われていた.しかし，表11に示すように，平均100平方メートルほどの賠住敷地
内で畜舎拡大を図る余地は限られており，頭数規模の拡大は超過密状態での飼養に導き，逆に
生産性を低下させる不安を強めている7) また勝の健康維持のため肥育舎と堆肥舎が一体となっ
た構造の畜舎の改良には資金が必要であるが 適当な外部資金獲得の機会が保障されていない
ことも問題点である8，9)
表口 調査農家の畜舎及び堆肥舎の平均凶積
Gialam DongAnh Thanh Tri 
小規模中規模大規模小規模中規模大規模小規模中規模大規模
資舎磁積(ば) 5.5 5.8 11.6 5.2 8.5 9.4 5.3 7.0 7.5 
堆肥会面積(ば) 1.6 2.0 2.4 2.1 2.2 2.5 1.5 2.o 2.5 
資料:農家調査による
4舗勝肉の流通とその時題点
(1) 蹄肉流通組織の現状
改革以前の計留経済の下では，部内の生産流通や取引価格l立政府の管理下にあり，各農家の
生産量は労働力や土地資源、の賦存量によって決定され，供出価格も低く抑えられていた.生産
農家から最終消費者までの跡内流通を担当する流通業者や加工会社もすべて国営であり，農民
以外の都市住民には配給制によって分配されていたlO)
ドイモイ以降，政府は豚肉流通への直接介入を止め，食料の配給市Jjが廃止され二重髄格も消
滅し豚肉流通市場は自由になった.これによって民間の他人業者が豚肉流通に参入し，競争も
激化した.政府からの事業補助金を失った1国営の流通業者や流通協同組合は自身で事業を継続
することが困難になり，やがてほとんどが事業停止に追い込まれ，豚肉流通はほぼ完全に多数
の民開業者に委ねられるようになった1へこのように現在の流通組織は，計画生産・流通の終
駕とともに自然発生してきたものであり 組織面での整備はまだ不十分である.
以下，現在の流通組織の構造と各流通段階の機能を簡単に説明すると次のとおりである(関
4) . 
① 産地生体集荷業者:生産者と都市部の流通業者(生体卸売業者や加工・輸出業者を含む)
の開に介在し，両者を会合させる機能を持つ.彼らは自らの事業に何ら投資することなく，仲
介料を稼いでいる.活動範囲はそれぞれの層住地区内である.その事業は世襲され，生産者と
取引流通業者との関係は回定的である.また披らは肥育豚車引だけでなく子豚取引にも介在す
辻・チャン:ハノイ近郊における養豚経営の展開と豚肉流通の現段階
関4 車工j可デルタ地域及びハノイ近郊農村の豚肉流通(国内)
注:太線は調査地における主主芸な豚肉流通ルートを示す
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る.彼らは小規模の個人業主であり，法人化されたものはない.業務に関する契約は口頭で行
われる.
②生体卸売業者:産地集荷業者の仲介で生体を購入し 市街部に立地すると畜業者や加工会
杜に販売する機能を果たす.彼らの活動範囲は広域であり，複数の県 (District) に及ぶ.やは
り倒人業主である.ある中規模の生体卸売業者は 1日に70頭から100頭の豚を取り扱い，年間
およそ10億ドンから20億ドン (6.5万米ドル 13万米ドル)という高額な売上を上げていると
推計される (Thinh，1991).彼らは安定集荷のため産地集荷業者との間で広域の集荷ネットワー
クを構築しているが，その契約関係は口頭によるもので，互いの信頼関係で成立している場合
が多い.
③ と畜業者:これには 2つのタイプがある. 1つは都市部に立地する業者で，比較的経営規
模が大きく l日に10頭程度の取引を行っている.彼らの業務は生体のと殺後，枝肉と内臓や血
液などその他の部位に分けて消費地卸売業者に販売することである.もう 1つは，村(Village)
規模で事業を行う地方と畜業者である.彼らは，農家の庭先で生体を買い入れ，その場でと殺
し，枝肉とその他の部位を搬出して地場市場の小売業者に販売することが一般的である.ただ
し，中には自ら小売に従事するものもいる.披らは 1日にせいぜい2，3頭を取り扱う小規模
事業主である.なお，農家の庭先でのと殺は，紅海デルタ地域では現在もまだ，ごく一般的で
ある.これは，本来ベトナム農村での豚餌養が自給的性格のもとで椋めて小規模で行われてき
たこと，またと畜業者が自らの施設費や光熱水料を節約し，場合によっては事業量をごまかし
て諜税を免れようとしていることとも無関係ではない.なおこの場合 生体の取引価格はと畜
業者によって一方的に決められる.豚肉取引をめぐると畜業者と生産者の関係は屈定的である
ため，信用取引が主体であり，代金決済は取引の 3，4日後に現金で、行われる.
④ 消費地の豚肉卸売業者:都市部と畜業者から枝肉を購入し，各部位にカットし，小売業者，
食肉加工業者，食堂などを相手に精肉を流通させる機能を果たす.彼らの活動範囲は，場合に
よっては数県 (District) に跨るほど広域である.
⑤食肉加工業者:豚肉卸売業者から調達した正肉をハム ソーセージやグリルミートに加工
調理して販売する業者である.豚肉加工には経験と高い技術が求められ，新規参入が難しい部
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門となっている.ハノイでは豚肉総流通量の 4-5%が加工用に仕向けられると推計されてい
る.
⑥ 精肉小売業者:農畜産物小売市場の整備は次第に進んでおり，村(Village)，郡(Commune)， 
県 (District)の各レベルでそれぞれ規模や施設内容の異なる小売市場が設置されている.郡レ
ベルの小売市場の場合には平均で20ないし30の精肉小売業者が活舗を構えているのが普通であ
る.同一の市場に入居している小売業者どうしは価格を統制しており 価格競争はめったに見
られない. 1日当たり精肉取扱量は小売業者によって異なるが，平均的な規模で、40-60kgで、あ
り，彼らはそれぞれ国定客を持っている.
(2) 園内市場における豚肉流通の特徴
ベトナム国内の豚肉流通の特徴の 1つは，当日流通する精肉は，わずかな加工品を除いて，
すべて当日にと殺されたものであることである.これは，流通段階での保冷・保存設備が普及
していない途上国の生鮮食品流通に共通の特徴であろう.ハノイ市街部の市場でも事'情は同じ
である.例えば，一日の時間帯別豚肉小売価格をみると，午前中(早朝)に最も価格が高く，
時間経過とともに大幅に価格が下がっている.これは冷蔵施設の不備など保存状態が劣悪なた
めに極度の品質低下が起こるためである.したがって小規模の個別流通業者が取り扱うのは当
日処分することが可能な量に限られている.つまり，施設設備の不備は流通業者の事業規模拡
大を制約し，すぐ後に指摘するとおり生産者の規模拡大にも間接的に影響している]九
表12 GiaLam小売市場における豚肉価格の季節別 時間帯別比較
単位:予ドン/kg
夏期j 冬期j
午前 正午 午後 午前 正午 午後
ヒレ肉 23.5 21. 0 17.5 25.0 23.5 21. 5 
モモ肉 19.5 18.0 16.0 22.5 21. 0 19.0 
カタi有 18.0 16.5 15.0 20.0 19.0 17.5 
パラ肉 16.5 15.5 13.5 17.0 16.5 15.0 
骨 14.0 13.5 12.5 15.0 14.5 13.0 
脂肪 8.0 7.5 6.0 8.5 8.0 7.0 
資料:小売業者からの防き取りによる
(3) 調査地における蘇肉流通
以上で説明した抹肉流通形態のうち，ハノイ近郊の場合には，前掲図4の太線が示すように，
地場のと畜業者に販売し専ら地元市場に供給されることが一般的である.調査地の場合にも，
GiaLamとThanhTriでは生産される豚の50%が地元市場向け，ハノイ市街から若干距離があ
り，地域内に大規模工業司地や住宅地を有する DongAnhの場合には，域内で生産される蕗肉
の100%が地元市場向けであった.
今回120戸の調査農家のうち 大規模食肉加工会社との聞で事前の契約価格による直接取引
があったのは，一肥育期間に50-60頭を飼養する 3戸の経営だけであった.言い換えれば，そ
うした大規模肥育経営は，一度に大量販売が可能な大規模食肉加工会社との契約取引関係がな
ければ成立し得ないのである.なぜなら，毎日せいぜ、い 2-3頭を取り扱う小規模事業主の地
元と畜業者との聞では取引の規模が著しく異なるため，適期出荷を望めば生産者は価格交渉に
おいて優位に立つことができないからである13) これが個別経営の生産と流通業者の規模のミ
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スマッチの問題であり，流通組織の側頭からみた大規模肥育経営の成立を制約する要因になっ
ている.
(4) 豚肉価格と流通マージン
最後に調査地の豚肉価格と流通マージンについて簡単に指摘しておきたい.
と畜後重量100kg当たりの生産者価格，卸売価格，精肉小売価格とそれぞれのマージンを比
較したのが表13である.と畜後重量1∞kg当たりの生産者売渡髄格は130万ドンであり，と畜業
者はそれを142万ドンで小売業者に販売している.また小売販売額は全体で157万ドンであり，
調査地では流通段階を経るごとに約10%ずつの流通マージンが付加されている.
一方，これらと畜業者と小売業者の経費は，農家の捷先でと殺を行うと畜業者の場合は先に
も指摘したとおり，ほほ運搬費のみ，小売業者の場合も毎月小額の市場入居料を負担するだけ
であり，流通業者の収益性は一般に高いと考えられる.
表13 調査地における豚の生産者価格，卸売価格，小売価格の比較
重量 生産者 小売業者
(kg) 
ヒ レ肉 7.8 22.0 171. 6 24.2 188.8 
モモ肉 22.0 18.1 398.2 20.0 440.0 
カ タ肉 20.5 16.2 332.1 18.0 369.0 
パラ肉 13.0 12.2 158.6 13.2 171. 6 
豚 足 6.5 12.0 78.0 13.2 85.8 
心臓・肝臓 0.8 37.0 29.6 47.0 37.6 
その他内競 11.4 8.5 96.9 9.0 102.6 
カシラ 6.0 7.0 42.0 7.5 45.0 
日旨 )防 4.5 8.5 38.3 9.6 43.2 
骨 7.5 10.5 78.8 11. 3 84.8 
と畜後重量計 100.0 13 1，300.0(100) 1，424.0(110) 1，568.3(121) 
資料:農家調査及び流通業者からの聞き取りによる
注()はと畜後重量1∞kg当たり生産者販売額を100とした場合の比
5圃要 約
零細農耕を特徴とする紅河デルタ地域の農業は，伝統的に耕穣農業と畜産が結合した複合的
生産のシステムをもっており，それは VACシステムに代表される.VACシステムとは，本来，
水田以外の土地資源の有効的な利用を意図した，庭 (Vuon)，油 (Ao)，畜舎 (Chuong)相互
の資源循環にもとづく生産システムであり，等主紹水田農耕の限界を補完し，紅河デルタ地域の
自給的農業生産の基盤をなしてきた (FUJIMOTO，2001). しかし，近年の経済成長につれて，
こうした資源循環型の伝統的な自給的経営はその存立基盤を急速に失いつつある (Truong，
1994) . 
本研究では， ドイモイ以降のハノイ近郊農村における養豚経営の諸特搬を飼養管理や飼料構
造の実態など生産技術的な側面から明らかにし，次に異なる生産規模聞の生産性，収主主性の比
較分析を通じて養豚経営の現状を経済的に把握するとともに，そこから今後の養豚経営成長の
ための課題を指摘した.分析を通じて明らかになった主な事実と諜題は次のとおりである.
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1 )ドイモイ以来の経済成長による畜産物需要の増加に伴って，ハノイ近郊の豚飼養頭数は著
しく増加し，また個別経営需でも飼養頭数に規模格差が生じ始めている.
2) 2000年の調査当時 5年前と比較すると，偶別経営における豚の生産性は大きく向上して
いたが，それは豚の改良品種の導入と安定供給，及び購入配合飼料の普及に負うところが
大きかった.
3 )訴の飼養規模拡大を図る経営がある一方，大規模経営は必ずしも規模の経済を実現するこ
とができず，競争力を発揮できていない.これは豚生産費の90%までが飼料費ともと畜費
などの変動費で占められており，回定資本装備が充実し規模の経済が発揮される技術構造
にないからである.また高価な配合飼料の給餌効果を高めるための技術普及も養勝経営の
収益性改善にとって急務である.
4 )大規模経営の不利性は流通組織面の問題からも発生している.一般に路肉流通業者は零細
規模であるため，大規模肥育経営が多数の豚を出荷するには複数の流通業者と取引しなく
てはならない.しかしその場合には小中規模の経営と比べて販売価格を抑えられる傾向が
ある.出荷適期を過ぎた豚の価格は著しく低下するためである.したがって，大規模肥育
経営の育成のためには流通組織の構造と規槙の再編も重要な課題である.
、 ?
1 従前の個別経営の下での肥育規模は， U巴脊期間当たり 2-3i'i査が一般的であり，その点、では小規模経営
であった.
2 全国統計によれば， 40-50歳代農民の全国平均は6.5年である.
3 調査地のうち， GiaLamの誠査農家の場合には，養豚の他にも野菜生産や薬草の伝統的加I部門などから
多くの所得を得ている
4 本調査では今後の養豚規模拡大についての意向も尋ねたが，規模拡大を積極的に志向している経常は全120
戸の調査農家の33%弱にとどまった.
に 調査地のどの村でも次第に民間の家苦言衛生に関するビジネスが起こりつつある.豚の場合には，衛生的な
施設での子豚の繁殖，去勢，非伝染↑生の病気治療を行うビジネスである.しかし，下痢やうつ血など通常
発生する疾病に関しでは，農民自身が治療薬を買って投薬する対処法が一般的である.
6 先に指摘したように，一一般的には穀物配合飼料の供給 流通体制の整備が，養豚の生産性を向上させてき
たといえるが，個別経営のレベルではそうした飼料が適切かっ効果的に給餌されていない可能性がある.
例えば，われわれの調査時に，農家の多くは実際に使用している飼料の名称やどの豚齢のものかを正確に
答えられなかった.また，ある農家は2つの異なる綜齢用の配合飼料を購入しているにも拘わらず，子一目事
用と出荷間近の肥育豚用を区別することができなかった.そうしたことの結果の一つが， GiaLamやDong
Anhの農家が高倒な配合飼料を大量に給餌しているにも拘わらず，主に都市残飯と夜来飼料に依存してい
るThanhTriの養豚経営と比較して生産性や収主主性の点で顕若な優位性を発t!l1できていない原因のーっと考
えられる.経営費節減のためには，西日合飼料の適切な総餌技術[の苦手及が不可欠である.
7 現在，公約機関によってバイオガス施設の導入や隊舎の臨場への移転が推奨されているが，前者は資金面
の問題，後者は耕作商積が減少する，あるいは豚の管理が悶難になるという問題のため，指導どおりには
進んでいない.
8 今回の調至までは農家の75%以上が養豚部門の資本不足を訴えていた.農家の一般的な外部資金調達方法は
銀行ローンであるが，その利子率は養)j本の収益率を上回っているといわれ，需要は小さい.
9 その他の姿i忍として生産者の意識の問題も指摘できる.調査では蕊産部門の導入理由について「耕種部門
生産物の副産物の有効利用と畜産廃棄物の耕地還元jのためと回答した農民が90%以上に上った.畜産部
門が拡大し，農業所得の主要部分を占めるようになった大規模経営でさえ，養豚部門は経営の副次的部門
であるという意識から抜け切れていないことが窺える.
10 しかし，改革政前にはこうした強悶なシステムもすでに綻びを来たしており，一部にはヤミ取引などの実
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態もみられた.
I 現在も豚肉の国内市場流通に関与している悶営企業は ANIMEXとVISANの2社だけで，他の国営会社は
ごく小規模の輸出に関与しているだけである.
12 なお，都市部の 般家庭の豚肉鱗質行動をみても，家庭用冷蔵庫が普及したとはいえ，毎日少量を購入消
費するパターンは変化しておらず，生鮮物を冷蔵や冷凍保存することは稀である.
13 近年，最も高い価格で取引されているのは生体重70kg程度の豚であり，その体重を越えると生産者価格は
者しく低下する.
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